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As for the Level of the Management Information 

      — Centering around the Data Base Systems —

Junichi TSUBOI

These years the introduction of the Data Base Systems interests us so much. Richard 

L. Nolan criticized the development to seven grades, but on this paper the level of 

Information Systems using the Data Base in our country is investigated by four visual 

points, that is,  1)The existence of a on-line systems  2)As to the grade of supporting 
level  3)  The combination of intersection  4)  The perpendicular integration. 

In conclusion they got to the area of the Management Information Systems, the development 

of Information Systems for management strategy of top  management's is still the subject 

from now.
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§はじめに

今日の企業における情報の持つ重要性は非

常に大きい.情 報量の多少はもとより,そ の

活用の仕 方や タイ ミングが大 きく企業活動 を

左右 す る要 素 にもなっている.か つ てMIS

論 が盛 んな りし頃,MISと は情報 が必要 な

時,必 要 な情 報 を必要 な人へ,即 座 に提供す

るシステムであ る.と い う説明 が応 々に して

行 なわれた.当 時の技術的制約は,そ れを十

分 に満足 させなか ったけれ ども,こ こ数年来

の デー タ ・ベース(DataBase,以 下DBと

略)の 定着 によ り,様 々 な形でのDBシ ス テ

ム(以 下DBSと 略)が 稼 動 してい る.た だ

し,そ の システム を概括 す るに,そ の利用形

態 は日常的 な定型的情報 を提供 す るシステ ム
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であった り,管 理 のた めの情報 がその対象領

域 であ り,今 日最 も必要 と されてい る経営 の

ための情 報,い わゆ る経営戦略 のための情 報

を提供 す るシステム には成 り得 てい ない.経

営 戦略 のための情 報 システ ムの構築 の困難 さ

は,情 報収集 の対 象領 域の広範 さとその非定

型性,情 報選択 の基 準,す なわ ち変 数化の困

難性,莫 大 な情 報の蓄積 ・提供 を可能 にす る

技術 的要素,お よび その 開発 とそれ に費やす

経済 的要素 とのコス ト・パ ーフ ォマ ンスの問

題,ま た現 実的 には,戦 略 的決定 における人

間の 直感的判断 力,主 感 的判断 な どの定性的

要因の評価の難 か しさなど,主 にハ ー ドウェ

ァ上の要請 よ りもむ しろソフ トウェア上 の問

題 が数 多 く横 たわ って いる.

そ もそ もDBと い う概 念 は,1960年 代か ら

すでに強調 されていた ものである.い わゆる

MISブ ー ムの端緒 となった訪米MIS使 節 団

は,情 報 システ ムの可視 的側面 コ ンピュ

ータを用いた情報処理 システ ム に対 して
,

特 にその注 意 を喚起 す ることになった.け れ

ども,1968年 の 「ス タ ンフ ォー ド大学研究所

コ ンピュー タ利用専 門研 修 団」 報告 書(註1)に

よ れば,す でにデータ ・ファイル,DBの 重 要性

とともに,そ れ に対す る当時の 日米間の技術格

差や意識の相違 を指摘 し問題視 して いる.「米

国では集中 フ ァイルあ るいはデー タ ・ベ ース

とい う考 え方 が重視 されて いるが,こ れは経

営 に必要 な情報 をスタ ッフ が共通 に利用 で き

るもの と して,蓄 積管理 す ることによ り,デ

ー タの重複保管や死蔵 を避 ける
.こ れ らの蓄

積 された情報 を各 ス タッフの必要 に応 じてタ

イムリーに提供 で きるよ うにす る」(註2}デー タ

の一元化,共 用化,ま た情 報の蓄積方法,検

索方法,整 理 された情 報形式,DBは こ うし

た問題 に有効 な方 策 と して今 日の情報 システ

ムの ソフ トウ ェア上 の中核 となって いる.

こ こでは,DBそ の ものを問題 とす るので

はな く,そ れが企 業で どの よ うに活用 されて

いるの か,ま た情報 システ ムの発展上,ど の

よ うな位置 にあるの かを検討 して みたい.

IDBの 要件

従来 の システ ムが ともす れば業務別 システ

ム=業 務 別フ ァイル群 であったのに対 して,

DBは そ れ らのフ ァイル群 の共 用化 を目的 と

して いる.も ちろん業務別 システム にも利点

がないわ けで はない.開 発 の労 力や 費用 を期

間的に平均化 し,そ の業務 に精通 した人間 が

最適 な業務 システ ムを作 ることがで きる.ま

た変更時 にも,部 分 的な システム単位 の変更

が可能 で ある し,他 のシステム との関連 を考

慮す る必要 もな く,メ ンテナ ンス も容 易 とな

る.け れ ども逆 に,適 用業 務が拡大 す るとメ

ンテナ ンス費用 が増加 す るといわれ,容 易 さ

は回数の増加 につ なが り,結 果的 にメンテナ

ンス費用の増 加 を招 くことになりが ちで ある.

さ らに,業 務別 システムは原則 的 に他 システ

ム との互 換性 がない もの と して設計 されて お

り,拡 張 上の限 界が ある.

通 常,DBが システム と して機能 す るため

には,4つ の 要件 によ って いる.

1.デ ー タの独立(dataindependence)

業 務 別 シス テムでは,シ ステム が全体 か ら

独 立 して お り,個 々の システムの なかにデー

タが位 置づ け られ,た とえば在庫管 理 システ

ムのデー タ ・フ ァイルは,原 価管理 システ ム

のそれ との互換性 は なか った.け れ ども各種

の業務 に適 用 させ るには,個 々の システ ムか

らデー タの み を独 立 させ,在 庫管理 にも原価

管理 にも利用 で きるよ うな共用 ファイルの構

築 を必要 とす る.

2.デ ー タの保 全(dataintegrity)

共 用 フ ァイルで あるた めには,信 頼性の 高

いフ ァイルを維持 す る必要 がある.信 頼性 に

は,精 度 と確 実性 の 問題 が含 まれる.た とえ

ば,生 産 ・貝冓買 ・在庫管理 ファイル な どでは

出来る限 り最新 の現状 を反映 させたファイルを

保 有 し,日 常的 なメンテナ ンス を行 な う必要

が ある.毎 日の在庫量 と発注 の関係,見 積 り
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段 階での更新 された製品番号や部 品番 号及 び

親 子関係,価 格 な ど,業 種 によっては更 新の頻

度高 いもの がある.

3.デ ー タの保護(dataprotection)

デー タを集約化 して持つ こ とは機密保護 体

制の整備 が要求 され る.誰 もが 自由 に検索す

ることが可能 な内容で あれば問題 は ないが,

人 事情報や経営計画上の機密性 の高 い情 報 な

どは,開 放的 な検索は好 ま しくない.通 常の

方策 と して は,各 人 に秘密の キー ワー ドを与

え,そ の登録 されたキー ワー ドによ り検索で

きるデー タの範囲 を限定す る方法 が ある.ま

た,端 末 を固定化 し,人 事関係 のフ ァイルは

人事部門 に設置 された端 末 か ら しか検 索で き

ないよ うに した入出力端 末の指定 という方法

もある.コ ンピュー タ犯罪の増加 にも伴 い,

今 後 は,端 末の管理 や広 くDBの 管 理 を目的

と したDB管 理 者(DataBaseAdminist-

rator)の 設置 も必要 となるであろ う.

4.デ ー タ言語(datalanguage)

多数 のユーザー が共用す るためには,取 扱

いが容易で な くては な らない.言 語 と しては,

デ ー タ記述 言 語(DDL:datadescription

language)と デ ータ操 作 言 語(DML:data

manipulationlanguage)と が あ り,前 者 はデ

ー タの独立のための手段 と してDBと プ ロ グ

ラムとの イ ンター フェイス をな し,そ の論理

構成 を記述す る.DBの 記憶 構造,索 引構造,

セ グメ ン ト名,属 性 なども含 まれる.

一 方
,DMLは,デ ー タの検 索,更 新,削

除 な どを行 な うための言語で あ り,ユ ーザー

に身近 な言語 と して定型的業務 な どに普 及 し

て いる.

こ れ らの4機 能 は,あ くまでDBに 共 通 に

具備 された要件で あ り,こ れに基づ いて現 実

的 には様 々なDBSが 展 開 され ることになる.

HDB進 展段階に対する見解

DBを 企 業の情 報 システ ム化 の発展 段 階に

照応 してみ ると,従 来の コ ンピュー タ ・シス

テムの導 入経 過 と同 じく,低 次のシステム化

から始 まって いる.DBの 本 来の 目的 が全 社

的で あらゆ る階層,職 能 部門 の情 報要求 に対

応 で きる 総 合的DBで あ るとす るな らば,今

日稼 動 してい るDBSは 必 ず しも理想像 には

程遠 いとい うことがで きる.全 社的,総 合 的

DBで あ る まえに,ま ず,階 層別,職 能 別情

報 システムの確 立 が当面の問題 であ り,事 実

そのよ うな傾 向 にある.

一 口にDBSと 言 って も
,そ れは個 々の業

種業態 による特殊 性 に根 ざ してお り,一 概 に

比較 す ることは難 か しい.こ こではい くっ か

の事例 に基 づ きなが ら,DBが どの ような水

準 にあるの かを考 えてみるこ とにする.そ の

際,ノ ー ラ ン(NolanR.J.)のDBの 進 展段

階 に関す る見解 を参考に した(1:3)

ノー ランは,DBの 進 展段 階 を面接 調査 に

基 づ き7つ の観点 か ら分析 してい る.

1.DB概 念

2.DB構 成

3.横 レベ ルでの統 合

4.縦 レベ ルの統 合

5.DB戦 略

6.DBの 内 容及 び設計責任者

7.DBの 直接 利用者

1.はDBの 意 識 につ いてで あ り,利 用度 が

進 むに従 ってDBの 考 え方が観 念的な ものか

ら現実 的 なものへ と変 化 してお り,意 識 の在

り方 を目安の1つ と してい る.2,3,4の

構 成 と統合 につ いて は,そ れが個 別アプ リケ

ー ションなの か
,機 能 的関連性 があるのか,

あ るいは 目的 を限定 して用いているのかを検

討 し,特 に個 別 アプ リケー ション間の結合 の

有無 によ り横 レベ ルの関係 をとらえ,計 画 と

執 行 などの階層 間の結 合の有無 を縦 レベル と

考 えて,DBの 利 用 水準 の基準 と している.

5.のDB戦 略 は,DBの システム化を行な

う上 での設計理念 を反映 した ものであ り,3

つ の型 に分 け られている.

イ.盲 目型戦略
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(thebrute-forcestrategy)

ロ.相 乗 り型戦略

(thepiggybackstrategy)

ハ .DB/キ ー タス ク戦略

(thedatabase/key-taskstrategy)

盲 目型戦略 とは,あ らゆ る必要デー タを収集

し,必 要機能は どしどし導入 す ることによ り

DB化 して ゆ こ うとい うアプローチで あ り,

莫 大 な費用 と努 力 と時 間を消耗 し,好 ま しい

型 では ない.ま た,相 乗 り型戦略 は,現 存 機

能 を利 用 して機能拡 大 をはかろ うとす るア プ

ローチ であ り,現 システ ムの改良 ,拡 張 ある

いは現 フ ァイルか らデー タを取 り出 し,別 の

データ ・フ ァイルを作成 した りす るもので あ

る.こ の アプローチ は,デ ー タの重 複 と盲 目

型 ほ どで はないが時 間や費用 を必要 とする と

い う欠 点 を持 って いる.最 後 に,DB/キ ー

タス ク戦略 は企業の キー タス クに基づ いて,

DBの 利 用 を限 定す る方 策で ある.こ れは無

駄 も少 なく,費 用 もかか らない上 に市販 のD

Bソ フ トウェア も利用 で きる長所 がある.

盲 目的 にDB化 す るこ とか ら目的意識的 に

DB化 す る戦略意 識の過程 も進 展段 階の評価
へ

の対象 になりうるわけである.

6.お よび7.はDBの 管理に関するもので

ある.こ こではDBの 管理部署やその責任者

は誰であるかが検討 される.一般 的には,そ

の管理は開発担当者,管 理委員会,さ らには

DB管 理 を1つ の職 務として認め組織上にD

B管 理者を設置 し,そ の任に当らせるという

経過がある.DBの もつ様々な属性 を含め,

その役割の重要性の増大 により,組 織上での

位置づけが不可欠なものとなりうる.

ノーランの見解に対 して,一 元化された共

用性の高いDBは,ト ータルで全社的なDB

として利用で きる程の有効性 を持 ちえないと

いう指摘がある幽1た とえば,5年 先の販売

予測の基礎データとして詳細な会計記録 をD

Bと して統合化することは,高 価 にして不必

要である.戦 略的意思決定の情報は,一 回限

りで,DB化 しても利用頻度は多くなく,複

雑 なモデルを必要 とするのに対 して,管理的意

思決定での情報要求は,最 新情報に対する継

続的で頻繁なアクセスを前提 とした莫大なD

Bを 必要とす る.つ まり,各 階層には個 々に

対応できるようなDBが 必要であり,階 層を

同一視 して全体的なものとして構築すること

は好 ましくないというものである.技 術的に

はともか く,経 済性や効率性 を考えれば,そ

れぞれの階層のニーズに対処できる情報の整

備が第1に 求められるであろうし,そ れさえ

もかなりの規模になりうるのである.

皿DB進 展段階分析上の視点

ノーランの見解を参考にしながら,こ こで

は主に3つ の視点にそれを集約 して現実の企

業 システムを考えてみたい.(付 表参照)

1.横 断的結合

2.垂 直的統合

3.サ ポー ト・レベル

ここでの資料は,一 部面接 を含め,そ の多

くが収集資料であるため,ノ ーランのように

面接調査 によるDB概 念のニュアンスの相違

を感 じ分 けることは困難であり,除 外 した.

DBの 構成については,横 断的結合に含め

て機能的な結合度合を示すこととした.付 表

中,○ はかなりの範囲内での業務の関連性 を

持つものであり,生 産管理一資材管理一在庫

管理一原価管理 などの業務内でデータの共用

化をはかっていることを示 している.△ は在

庫管理と原価管理,見 積業務と設計など2部

門間での結合 を意味 している.× は部門間で

の結びつ きはなく,生 産管理 という枠内で,

日程管理,工 程管理,負 荷計算,進 捗管理な

どを一元化 している例である.横 断的結合の

比較的顕著な例 として,自 動車業界での活用

例 があげられる.

自動車業界は,電 機メーカーとともにピラ

ミッド型の最たるものであり,主 要組立メー

カーと系列化された部品メーカーからなり,
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各々に性格 を異 に してい る.自 動車 メーカー

は主に見込 生産形態 をとって いるの に対 し,

ピラミッドの裾 野 を形成す る部 品 メーカーは,

受注 生産形態 で あり,し かも受注生産 であ り

ながらも厳 しい短納 期の要求 に対応す るため

には見込 生産方式 をと らざるを えず,非 常な

リス ク負 担の上 にある.こ うした生産形態 の

相違 は当然の ことなが らシステムの あり方 に

も反映 され,と もに組立 メーカー と しては部

品表管理 とい う共通点 はあ りながら,自 動車

メーカーは生産管 理 とともに購 買管理 に重点

を置 き,一 方部品 メーカーは,変 化 に対応 で

きるよ うな内部体制の確 立 をめ ざして,オ ー

ダー ・エ ン トリー ・システム(orderentory

system)に 重 点を置 いた システムの形成 を指

向 して いる.部 品メーカーの場合,製 品の 自

由企 画の余地 が少 な く,ま た単 品加 工メーカ

ー と しての独立 の可能 陛 も小 さく
,多 種部 品

図1デ ータの構造
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の組 合せ による成長 をめ ざ し,従 来の単純 化,

専 業化か ら総合化への脱皮 とシステ ム商品の

開発 による高付 加価値 の実現 の必要性 にせ ま

られて いる.ま た内部活動 の充 実のた めに,

受 注 処理 と生産管理 との迅速,密 接 な結合 を

な し,納 期,納 入数量 を厳守 し,各 工程での

コス トを引下 げ,生 産活動 と利 益 との結 びつ

きを可能 にす るよ うな原価管理 を推進 しなけ

れば ならない.そ の場 合,ユ ーザーの要求の

多様 化による,部 品 レベルでの種類 の増 加は,

輸 出仕様 の多様 化 にも助長 され,一 段 と部品

展 開を困難 な もの と し,そ の量 に対 す る検 索

の迅速 化要求 に も対 処で きず,現 行 の部 品表

やBMプ ロセ ッサー(BillofMaterialProc-

essor)で は限 界 をきた し,部 品 と原 価 との

一 元的 な把握 も不可能 な こととなる
.DBは

この よ うな複数 の用途 の異 なったデー タを同

一構造の中 で蓄積 する ことがで きる
.図1は

そ うしたデータ構造 の例 を示 して いる ㈱).

部 品 と原価の一元 的把握 の必要 は 自動 車メー

カー において も同 じで あるが,ま たメーガー

で は,自 社の生産計画 に基 づ いて ライ ン活動

を順調に進めるための資材の調達 には厳 しい

ものがある.莫 大 な部品在庫の費用を節減す

するため,工 場内在庫 を持たず,納 入業者に

対 して時間,納 入数量 を指定する方式がかな

り普及 しており,そ の際の部品手配後の短納

期 と設計変更の多発は部品メーカーの対応を

著 しく苦 しいもの としている.そ のため,メ

ーカーとしても変更手配 を迅速に し
,設 計段

階での情報をすばや く部品手配や設計変更 に

反映 させ る必要にせ まられている.図2は こ

う したシステムの一例である(h6)こ の よう

な複数の業務に渡 るデータの共用化のある場

合,そ の範囲の広狭に応 じて○ あるいは△の

評価を している.

垂直的統合は,経 営一管理一作業の各段層

間でのデータの共用化,互 換性の有無 を示 し

ている.上 位 レベルでの計画は下位の執行の

核 となっているか,執 行段階で生 じたデータ

は、管理,経 営に役立つ様に要約化 され整理

されているか,そ の有無がここでは示 されて

いる.

たとえば,あ る電機メーカーは,管 理者が

図2設 計手配と部品手配
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コーデ ィングす るこ とな しに,要 求パ ラメー

タによって レポー トを得 ることが可能 なシス

テムの開発 をめ ざ してい る.ユ ーザー とシス

テム部門 の共同 開発 によ り,フ ァイルの独立

と要求ニー ズのパ ター ン化 によるDBSで あ

る.デ ータのニーズ分析 によれ ば,ユ ーザー

のニーズは不 明確 であ り,売 上高一つ をとっ

てみて も得意 先別,製 品別,担 当部門別,地

域別等々,そ の属性 は限 りがない.こ の ため

分析 の繰 り返 しによ り,得 意先 につ いて は80

あったもの を4区 分化 し,製 品機種 では110の

もの を20に 集 約 し,パ ター ン化 をおこない,

資 材,固 定 資産,人 事,営 業,買 掛金 な ど13

のDBSの 運 用 がな されてい る.こ れ らのシ

ステムは当初 か ら管理 者 を対象 として開発 し

た ものであ るが,こ うした基礎の上 に,経 営

者の情 報要求に答 えるた めに各種 資料や必要

情 報 を居 なが らに して検索,利 用 で きるよ う

に設計 されたデ シジ ョン ・ルーム(de(vision

room)の 設 置 もおこなわれて いる(註7!

DB戦 略 につ いて は,特 に検 討 を加 えなか

った.こ れは実際 上,わ が国のDB化 は一部

を除 いては比較 的明確 な目的指 向 を持 ってお

り,利 用度の高 い,日 常活動 でのデー タの管

理 をめ ざした もの が圧倒 的 だか らで ある.

また,DBの 管 理 につ いて,わ が国 ではあ

ま り定着 して いるとは言 い難 いが,ア メ リカ

の文献 や論文 にはDBSを 述 べ る場 合,必 ず

その重要性 につ いて一項 を さいてい るのが普

通で ある.付 表 にはDBの 管 理部門 を掲 げて

はあるが,大 部 分 が開 発担当部 門で ある.D

B管 理 の中心は,そ の信頼性 の問題 と機密管

理 にある.あ るメー カーでは,デ ー タ精度向

上の ため,毎 月 メ ンテ ナ ンス を行 ない,内 部

データは其朋lj,月 別 に6年 間(半 期 ごとの も

の4年,月 別2年 分),外 部 デー タは最大25

年 間の デー タ蓄積 を行 ない,蓄 積期 間の管理

も行 なって いる.ま た機密管理 につ いては,

以 下の よ うな管理体制 をとって いる.

1.シ ステ ム ・オペ レー シ ョンおよびシステ

ム使用 フ ァイル,ア ウ トプ ッ トの管理 を一 定

の取決 めに従 い クローズ ド運用 を行 なうよ う

なセ ンター管理.

2.利 用 者 を登録 し,利 用 目的,ア ウ トプ ッ

トの使途 を明確 に し,利 用部門 の責 任体系 と

運用監視体 制の整備 を含 めた端 末管理.

3.利 用 者 にコー ドを設定 し,部 門 別,社 内

外別 に検索 レベルや領域 を限定 し,ま た個 人

別任意文字組 合せ によるパス ワー ドを併 用 し

た ソフ トウ ェア による管理

4.デ ー タ管理,サ ー ビス分析 などを行 な う

DB管 理 者(DataBaseAdministrator)の

設 置

最後 に,DBは 即 時的利用 によ り一層 の効

果 を期待 で きるもので ある.オ ンラインで あ

るこ とは必ず しもリアル ・タイム処理 で ある

こ とを意味 して いるわけで はないが,利 用水

準の 目安 には な りうる.

IVDBの 水準

こ こでのデ ータは,1975年 か ら1980年 頃 の

収 集 資 料が中心 である(,tE8)5年 と い う期 間

の差 は,コ ンピュータの発達のテ ンポ か らす る

と若干 の問題 はあるかも しれない.単 にコ ン

ピュー タのハ ー ド・ソフ トウェア技術 の進歩

だけで なく,企 業 内での レベルの向上,機 種

の更新 など変 りうる要素 は多数 ある.し か し,

こ こでの 目的 は,DBが どのよ うな使 われ方

を し,ど の階層 と結 びっ きがあるの か,と い

うことが主眼 であ り,情 報 システ ムと して の

サ ポー ト体制 を考 えるな らば,基 本 的には,

ほ とん ど変 わっていない と言 い うる.

こ こで取 り上 げた製造業(25社26例)に み

るDBSで は,ま ず23例(88%)が オ ンライ

ン ・システ ム とDBを 併 用 している.こ れは

対象企 業 が大部分,大 企 業であ り大型 コ ンピ

ュー タが導入 されているこ とか ら当然 の結 果

で あるとも言 える.ま た,DBと オ ンライ ン

の組 合 わせ はかな り定着 している とい うこ と

がで きる.
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横断 的結合 につ いて は

03(12%)

011(42%)

〉く10(38%)

不 明2(8%)

で あ り,約 半数 は部分 的 に しろ横断的結合 が

なされてい ると言 える.し か しDB本 来 の複

数業務におけるデー タの一 元化 という目的 は,

必 ず しも達 成 されて いる とは言 い難 い.こ れ

は従 来のシステム開発 が主 に部門単位 で行 な

われ,部 門外 との協 同,あ るいは部門 間の調

整者 となるべ き部門 が欠如 して いた ことによ

って いる.換 言す れば,横 断的結合 と しての

他 部門,他 業務間 との結 合は,単 にシステ ム

開発の問題 にとどま らず,現 実的 には どこま

でセ クショナ リズ ムを打破 で きるかとい う課

題 を持 ってい る.し かもシステム的思考 が現

実 の企業活動 の中 に定着 しているとは言 えず,

情 報 システ ムの前提 となる様 々な標準 化,コ

ー ド化 につ いて も日々の努 力の蓄積 が必要 と

なる.そ うした意味 では,何 らかの形 で情報

システム が形 成 された り,DB化 していると

ころは,そ の努 力がな された結果で あると言

える.た だ し,現 段 階 では,ま ず1つ1つ の

個別 業務内での システ ム化,た とえば,工 程

管理 システムや負荷 計算 システム,在 庫管理

システ ム,製 造 計画 システ ム等 を統一 して生

産管理 システ ムとい う1つ の業務 システム を

形 成 し,そ れを母体 と して よ うや く他業務 と

の部分的 な結合 をす る段 階 になったといえる.

付 表中の1つ の特徴 は,部 分的 に しろ横断的

結合が あるとす る14例 中10例 まで が,製 造業

で あることを反映 して生産管理 との結 びつ き

を持 ってい ることで ある.

垂 直 的統合 につ いて は

01(4%)

06(23%)

X18(69%)

不 明1(4%)

で あ る.こ こで は,ほ とん ど垂直的統合 がな

されてい るとは言 い難 く,「一部 あ り」とす る

もの も,大 部 分,資 料 と してのフ ィー ド・バ

ックがお こなわれて いるにす ぎない.こ こで

の問題点 は,各 階層 間の情報要求 が異 なって

い るに もかゆ・わらず,あ くまで全体的 な トー

タル ・システム を指向す るの か,そ れ とも各

階層 を対象 と した階層別情 報 システ ム,た と

えば,作 業情報 システム,管 理情 報 システ ム
,

経 営情 報 システ ムー戦略情 報 システム を指 向

す るのかで ある.理 想 的には トー タル な一元

化 をめ ざ しつつ も,現 状 は階層別情 報 システ

ム な らぎるを得づ,し か も今 日の段 階は ,よ

うや く管理情 報 システムの域 に達 したにす ぎ

ない.現 在,最 も望 まれて いるDSS(Deci-

sionSupportSystem:意 思 決定 支援 システ

ム)に して も戦略情 報 システム に対す る有効

性 を発揮 して いる とは言 えず,こ れか らの発

展 に期待 す るところが大 である.

サ ポ ー ト ・レベ ルは,

トップ層1(4%)

ミ ドル層5(19%)

オ ペ レー シ ョナル層21(77%)

で あ り,対 象 が圧倒 的 にオペ レー シ ョナルな

領域 で ある.ミ ドル を対象 とす る5例 は,い

つ れ も垂 直的統合 を部分 的 に しろ包含 し
,内

容 的には下位 か ら上位へ の報告,あ るいは管

理 資料 とい う性格 を うかがい知 る ことがで き

る.垂 直 的統 合のな い もの は全て対象 がオペ

レー シ ョナル な領 域で ある.

以 上 の こ とよ り,DB導 入 の現段 階 におけ

る一般 的傾 向は,横 断的 な業務の結合 を指 向

しつつ も階層 間の交流 は稀れで あ り,よ うや

く管理情 報 システムへの導 入が始 まった にす

ぎない と言 える.

結 今後の情報システムの展望

現在,わ が国で稼動 しているコ ンピュー タ

は,大 小合 わせて6万 数千台 に達 している.

そ の中で どれだ けの システ ムがDB化 されて

い るかは定 かでは ないが,そ の数 はまだまだ
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少 ないとい える.こ こで取 り上 げた24社 は,

い ずれ も大企業 であ り,し か もどの企業 も10

数 年 の費用 と労 力 を費や して,よ うや くDB

化 の端緒 につ いた と言 って も過 言では ない.

DBに は触 れていた いが 昭和53年 度 の適 用

業 務別 コンピュータの実施 状況 によれば,幟9)

50%以 上 の企業 が実施 してい るのは, .在庫 管

理(85%),顧 容 取 引情 報(65.4%),帳 票 シ

ステ ム(78.9%)給 与 計算(92 .2%)原 価 計

算(70.2%)に す ぎず,需 要予測 ・市場調査

は大企業で30.8%,中 堅 企業 で8.6%,戦 略

的意思決定 に至 っては,そ れ ぞれ18.9%,4.1

%と い う数字であ る.こ こか らも今 日の コン

ピュー タ利用の段 階は,オ ペ レー シ ョナル な

領 域が中心であ り,ト ップ層 を対象 とす る戦

略情 報システムは,大 企 業では取組む姿 勢 を

見るこ とがで きるが,中 堅企 業では まだ これ

か らの感 が強 い.、

また,情 報のニ ーズか らすれば,管 理情 報

と経営情報で は大 きくその質 を異 に している.

オペ レーシ ョナル な領域 ではほ とん どが内部

情報で あり,過 去 の資料 に依存す る度合 が大

きい.ま た管理情 報では,多 くの内部情報 に

基 づ きながらも外部情 報 も不 可欠の もの とな

る.こ れはオペ レー シ ョナル領 域で は,実 際

の 日常活動 において何 をいくつ使 った かとい

う物量 的な把握や標準 原価 に基 づ いた,い わ

ゆる技術 的合理性 の達 成 が望 まれ るの に対 し,

管 理情報 に求 め られる ものは,期 間的限定 が

ある とは言 え,あ る程度の予測 を必要 とし,

また技術的合理性の発揮如何 に拘 らず市場経

済の影響 を受 け ざるを得 ない,い わゆる経済

的合理性(価 値的経済性)と して把握 される

活動 に必要 なもので ある.

一 方
,最 も今 日的 な課題で ある戦略情報 シ

ステム においては,利 益や収益性 に関す る若

干 の内部情 報 も必要で あるが,そ れ以上 に,

企 業が これか ら何をす るか とい う決定 をす る

ための様 々な外部情 報 を必要 とす る.こ こに

経営情報 と管理情報 の質 的 な差 が ある.一 口

に外部情報といっても国際関係から国内市場

や技術動向まで様々であり,こ の辺 は経営戦

略論関係の文献に数多く紹介 されているので

ここでは触 れないが,要 は,そ れらの情報を

どのような形 で情報システムのなかに取 り入

れるかである.し かも現時点を含めて過去の

情報を蓄積 しておくだけならまだ しも,戦 略

情報の困難 さは,そ れを予測 しなければなら

ないところにある.こ のような非構造的ある

いは非定型的と言 われる情報をシステム化 し

ていくことは経営情報システムの今後の大 き

な課題である.

註釈

註1)日 本生 産性 本 部 「渡 米SRI電 子 計算機 利 用専
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註2)Ibid.,p.2～3
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futureisnow.",HarvardBusinessRevi-
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註5)日 本経 営 システ ム協 会配布 資 料 「本 田技研,

全社 的DBSの 開発」1975,6.

註6)日 本 経 営 システム協会 配布 資 料 「日産 自動 車,

オ ンラ イ ンを利 用 した購 買情 報管 理 システ ム」
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サ ポ ー トす るた め に設置.宣 伝 的要 素 も含 んで

い る.

註8)こ こで使 用 した資 料は,1973年 か ら1980年

に かけ て 日本経 営 システ ム協会 で主催 した各 種

セ ミナ ー,研 究 部 会,現 地 研究 会,あ るい は個

個 訪 問 によ って得 た 資料 を集 計 した もので あ る.

註9)通 商 産 業省 産 業政 策局 企 業行 動課編 厂昭 和

54年 版 新 しい経 営 力指 標一 定 性要 因 によ る企 業
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付 表

業種 社 名 コンピュータ 適 用 業 務 管 理 部 門 DB舌 駈目 卩口 OL
サ ポ ー ト

レベ ル

横断的

結合

垂直的

統合

鉄
鋼
N綱 管

IBM370

.:
設計 ・見積 シ
ステ ム

機械基木設計
部

独 自開 発 0 OP D X

輸

送

機

器

1重 工 業
TOSBAC

5600
資材管理 シス
テム 電算化企画室 IDS 0 ・ X X

K重 工 業
FACOM

230-60
生産管理 シス

テム 電算企画課 0 OP △ X

M造 船
IBM370

.:

生産資材一元

化 システム
システム本部 IMS

DB/DC 0 ・ △ X

N自 動 車
HITAC

11
購 買管理 シス

テム
電子計算部 O OP X X

H技 研工業
IBM370
-158

資材 ・人事 シ
ステム 情報処理室 独 自開発 0 OP X X

H自 動 車
TOSBAC

5600

部品原単位 シ
ステム 電 算 部 IDS 0 ・ X X

電

気

機

器

F電 機
FACOM

230-48
資材管理 シス
テム 経理課(三 重) X OP X X

M電 機
MELCOM

7700
生産管理 ・総

合 フアイル
機械計算課 ・ 0 △

N電 装
IBM370
-158

購買 ・部 品表
システム

コ ン ピ ュー タ

部 0 OP X X

Y電 機製作所
IBM370
-135

部品在庫管理
テム

。計 数 課 0 OP X

NIBM
IBM370

-165他
生 産管理 シス

テム,他
イ ンフ オメ ー

シ ョ ンS

IMS

DB/DC 0 ミドル △ O

A電 気
ACOS

800
工場管理 シス

テム

コ ン ピュ ー タ

部 シス テ ム課
IDS-II O ・ O X

S電 気
HITAC

8350
資材管理 シス
システム

システム部 O ・ O X

TS電 機
FACOM

230-25
生産管理情報

システム
情報 システム

部
RAPID X ・ X O

M通 信工業 IBM370-158
総合 フアイル
システム

電算 システ ム

部
独 自開 発 O

N電 気

NEAC

2200-500

情報検 索 シス

テム
MIS本 部 CISS 0

ト ッ プ

ミ ド ル O O
NEAC

2200-500
購 買管理 シス
テム MIS本 部 NL/1 0 ・ D X

機

械

工

業

S重 機械工業
IBM370
-158

生産管理S
資材管理S

システム部
IMS

DB/DC 0 ・ D X

T機 械
TOSBAC

5600-140

生産管理 シス

テム
システム部 IDS 0 OP X X

RP工 業
HITAC

8350

財務 システ ム

生産 システ ム

社長室 コンピ

ユータ室
PDM 0 ・ D X

精
密
S精 機

FACOM

230-45S
原価管理 シス

テ ム

管理本部機械

計算部
RAPID 0 ミ ドル X O

化

学

K写 真工業
IBM370
-135

人事情報 シス

テム

システム管理

部 システム課
VANDL/1 0 ミ ドル X △

FF工 業
IBM370
-155

資材 ・流 通 シ
ステム 電子計算部

一部

MARKN 0 ・ 0 X

非
鉄
F電 気工業

FACOM

230-55

総合情報 シス

テ云 計数部計数課 RAPID O
ミ ド ル

・
D O

繊
維
A化 成

IBM370
-158

オー ダー ・エ ン

ト リーS

システム管理

部

IMS

DB/DC 0 OP D X

OP:オ ペ レー シ ョナ ル

OL:オ ンラ イ ン

一83一


